
令和５年度　江戸川区立船堀小学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

A

・学校公開等で読書科の授業を参観する機会があ
り、活字に触れながら探究的な学習をすすめるた
めのツールとして本を活用するという狙いがよく理
解できた。今後も継続し、読み解く力の向上にもつ
なげてもらいたい。

①各学年週１回、朝の時間を活用した運動遊び「船ス
ポタイム」を実施し、すすんで運動遊びに親しめる児
童を育成する。加えてなわ跳び週間、持久走大会等
に取り組み運動機会を確保する。

①児童意識調査「休み時間にすすんで運動遊びを
している」肯定的回答率85％の数値向上。

②各種運動領域の特性に応じた「楽しい体育」の授業
を行い、３つの資質・能力のバランスが取れた学力を
体育科学習を通して身に付ける。

②全学年で、体力テスト（６月実施）における体力合
計点が、全国平均以上達成を目指す。

①SSS及び学年アシスタントの導入と効果的な活用。
②一斉定時退勤日（年間１１回）、年休取得促進日(年
間３回）の実施。
③ペーパーレス化の推進。

①月あたりの時間外勤務４５時間以内の全員達成。
②ストレスチェック結果におけるストレス状態の減少。
（前年度比） A A

①SSS及び学年アシスタントの活用により時間外勤務４
５時間以内を達成。②総合健康リスクの結果９１（全国
平均を１００とする）③学校からの連絡をデータ配信に
変更し経費削減につながった。

A

・データから見ても明らかに教員の時間外勤務時数が大
幅に減少している。大きな成果。
・教員が本来行うべき内容についてはしっかりと取り組ん
でもらいたい。

・働き方改革を進めるために、SSS及び学年アシスタントに
引き続き支援を求めていく。
・行事の精選など、教師の業務を整理し定時退勤や休暇が
取得できるように業務を整理していく必要がある。
・データ配信を活用していく。

①船堀街道沿いに「船堀小ガーデン」を造成し、全校
児童と保護者ボランティアが協力して花壇の世話する
ことを通して、自然を愛する心、ボランティアマインドの
育成につなげる。

①船堀小ガーデンの取り組みに１００％の児童が積
極的に参加する。

B B

①ガーデンは各学年で分担して世話をしている。100パーセ
ントの児童が活用するまでには至っていない。

B

・作ったものを維持していくのは難しい部分もある。人・も
の・金の観点からどのように維持運営していくかを計画立
てるとよい。地域の方々の注目を浴びている。

・ボランティアと連携したり、児童相互間で進んで植
物を育てたりして船堀ガーデンを活用していく。

学校教育目標

よく考えすすんで学ぶ子　思いやりがある心豊かな子
さいごまでやりぬく子　　　たくましくじょうぶな子

子供が学びを通し、互いにかかわり合いながら思いを伝え合う学校
子供、保護者、地域の思いに寄り添った導きのできる学校
教職員同士が互いの思いを伝え合い、新たな教育の創造ができる学校

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞全国学力調査において、国や都の正答率を大きく上回る結果となるなど、習得型の学力を身につけることができた。授業改善に向けた研究授業を年間８回実施し、「主体的、対話的で深い学び」の視点による授業改善を、全校を挙げて日常的に実施した。コ
ロナ禍後における教育活動について、内容を精査、改善しながら、平常時の形に１つずつ戻して進めることができた。
＜課題＞基礎的な学力や落ち着いて学習に向かう姿勢を生かして、自ら課題を見つけ主体的に解決しようとする意識がやや希薄であり、それを実現させるための授業改善が課題である。体力テストの結果で、国や都の平均を下回るものがあった。運動遊びの日常化
や、体育科の学習の改善が課題である。

学校関係者評価 年度末に向けた
改善策

学力の向上

＜学力の向上＞
・主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推
進。
・学習の基盤となる基礎・基本の確実な習得。
・家庭学習の習慣化。
・組織的な対応による取組の実施と充実。

①主体的、協働的に学習に取り組む態度の育成。
②放課後補習事業（週１回、２～６年）の活用。
③校内研究を年間８回実施し、「主体的・協働的な学
び」をつくる授業改善に組織的に取り組む。
④ICT機器の活用による授業改善。
⑤家庭学習の充実。

①東京ベーシックドリル診断テストにおいて、低学年
で正答率85％以上、高学年で75％以上を達成す
る。加えてCD層の削減を図る。
②児童意識調査「友達の考えと自分の考えを比べて
自分の考えを深めている」の肯定率85％。「自分から
すすんで学習している」の肯定率90％。
③ICT機器の授業と家庭学習での活用率向上。
④全国学力・学習状況調査において正答率を国、都
平均を上回ること。

A A

①診断テスト９月の結果、低学年で８３％、高学年で７
６％と高学年は目標を達成。　②児童意識調査の結
果、肯定率８７％と９１％。　③ＩＣＴ機器の授業と家庭
学習での活用率は、体育科の研究との関連、水曜日
のベーシックドリルデーなどで向上。　④全国学力・学
習状況調査の正答率が国語で５ポイント、算数で９ポ
イント国の結果を上回った。都と比べると国語で４ポイ
ント、算数で４ポイント上回った。

A

教育委員会
重点課題

＜取組項目＞　・評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価

・学力調査の結果が、国や都の平均を上回るなど
良好であることが素晴らしい。日頃からの教職員の
指導の成果と考える。この状態を今後も維持できる
よう努力を重ねていただきたい。
・ICT機器の活用については、より効果的な活用方
法を見付け、積極的に取り入れていくよう求める。
・主体的に学ぶ児童の育成は、今後も課題として
取り組んでほしい。

・東京ベーシックンドリル診断テストにおいて、２月実施時
点の結果が目標を達成するように、現状ICT機器のみでの
取組となっている課題配信について、紙でも出すようにす
るなど、C層の児童の取組状況に応じて個に対応できるよう
にしていく。
・全国学力・学習状況調査においてA層の児童のさらなる
正答率上昇のため、初見の新聞記事を読んで感想をもつ
力を付ける取組を5年生以上の高学年で実施するなど、無
回答率を減少させるとともに、活字に触れて考えをまとめる
アウトプット経験を多くもてるようにする。

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実。

①朝読書（１５分）＋１単位時間（４５分）により年間３５
時間の授業時数を実施する。
②読書科、図書館活用に関わる研修会、授業公開の
実施により、指導法の理解を深める。
③読書科ノートを活用した授業実践を積み重ね、学
校公開時に保護者、地域に授業を公開する。（年間
で学年１回）
④学校図書館及び区内図書館資料を活用した探究
的な学習を年間通して計画的に実施する。

①児童意識調査の全ての項目で、数値向上を図る。
　「本を使って疑問を調べている」80％。「目的に応じ
て本を読もうとしている」80％。「調べたことをまとめた
り、伝えようとしたりしている」80％。
②読書活動１２時間の内の８時間以上を含め、各教
科と関連させた探究的な学習を学期に１回以上実施
する。

B A

授業時数の確保、地域への授業公開、学校図書館資料
の充実を図れた。各学年、教科横断型の探求的な学習を
すすめ、成果物を作成できた。数値目標である児童意識
調査の項目は、　①　「本を使って疑問を調べている」
75.6％②「目的に応じて本を読もうとしている」87.7％③
「調べたことをまとめたり、伝えようとしたりしている」81.3％
と他と比べて①のみ目標値に達さなかった。特に、高学
年に比べて低学年での数値が低いのは、1年生が未履修
の段階のためだと考える。

児童意識調査の「本を使って、自分が知りたい疑問
について調べようとしている。」の項目について、全
校を上げて底上げする必要がある。読書科の授業に
限らず、「校長先生に挑戦」や他教科の学習の中で
も、調べることへの意識づけや調べ方の学習を取り
入れ、調べ学習のスキルを身に付けさせる。数値目
標の②に関しては、年間指導計画によって、学年ご
とに実施時間配分に差があるので、目標自体を見直
したい。

・休み時間の様子を外から見ると元気よく遊んでいる姿が
見受けられる。体力テストの結果をみると区平均を下回っ
ているのが残念。これからの継続した取り組みの中で数
値的な向上があることを大いに期待している。
・朝の始業前の運動遊びには教科学習への効果も期待
できるのではないか。昔は地域で子供が群れをなして工
夫をしながら自分たちで楽しむことが当たり前にあった。
船スポタイムを通してそうした子供たちの姿に近づけると
よい。

①引き続き船スポタイムを実施していく。また、児童
がより主体的に船スポタイムを進められるようにしてい
く。
②来年度の結果に反映されるよう引き続き実施して
いくが、得点だけに限らず、体力のところを見ていけ
るよう、教員で評価について考えていく。

共生社会の実現に
向けた教育の推進

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に応じた指導
の実施と充実。
・エンカレッジルームの活用促進。
・副籍交流及び共同学習の実施と充実。

①個に応じた指導の充実を図るため、各学年、特別
支援教育コーディネーター、専門員、SC等が連携し、
特別支援委員会を定期開催する。
②エンカレッジルームを適切に運用する。
③ユニバーサルデザインの授業実践を推進する。
④学年、教科の実態に応じ、積極的に交流学習を推
進する。
⑤特別支援学級において通常学級担任が研修を行
い、特別支援学級在籍児童の理解を深め、指導力向
上につなげる。

①児童意識調査「友達と仲良くかかわろうとしている」
肯定的回答95％の向上。
②巡回指導学級児童の満足度調査90％以上。
③定期的な特別支援員会の開催と情報共有を行う。

A B

・特別支援委員会を定期的に開催している。一人一人の児
童に対して支援内容を考えた話し合いが不足している。低中
高に１人ずつにコーディーネーターがいると連携がとりやす
い。児童意識調査「友達と仲良くかかわろうとしている」低学
年の肯定的回答97％。高学年94％。
・エンカレッジルームは主に不登校児童が学習等で活用して
いる。
・１、２年生は生活科のおもちゃ作りや学校探検、３，４年は総
合的な学習の時間の発表、５，６年生お別れスポーツ大会で
交流を図っている。
・通常学級とあすなろ学級相互間で給食や授業の交流をし
て理解を深めている。

A

体力の向上

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
・校内研究を軸に、体育科の授業改善を行う。
・児童の体力向上を図る。

B B

①船スポタイムの実施から、運動の機会は増え、児童が遊ぶ
運動遊びの種類も増えてきている。児童意識調査「休み時間
にすすんで運動遊びをしている」肯定的回答は低学年は８
７％高学年７３％
②校内研究を通して、教師の授業感が変化してきているこ
と、また朝の運動遊びや行間体育の実施から、運動や体育
学習にすすんで取り組んでいくようになった。しかし、今回の
体力結果では達成ができていなかった。

B

・不登校の子供が全国的に増加傾向にある中、本校も例
外ではないことを理解している。そうした中、子供の居場
所を作る取り組みは評価できる。これからも個々の子ども
の状況に応じた支援をできる限り続けていただきたい。

・特別支援学級の子供と通常学級の子供が互いに学ぶ
ものがある交流をさらに進めていただきたい。共生社会を
目指すうえで非常に重要である。

・特別支援委員会で一人一人の児童に対しての支
援内容をより具体的に話し合う。低中高に１人ずつに
コーディーネーターが配置できるようにして共有でき
るようにする。
・エンカレッジルームの効果的な使い方を検討し、実
施していく。
・異学年交流を通して、児童の交流学習を推進す
る。
・特別支援学級と通常学級の交流を深めて、担任間
の理解を深めていく。

子どもたちの健全
育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実。
・教育相談の強化。
・hypaer-QUの活用。

①hyperQ-Uテストを実施し、各学級の児童の意識を
明確に把握して、児童理解に結び付ける。中でも要支
援群に位置する児童への個別の対応を充実させる。
②ふれあい月間における児童アンケートの実施と活
用、対象児童への早期対応。
③いじめの状態に応じた、いじめ校内委員会の開催。
④SSW、外部関連機関と連携し、不登校対策委員会
の定期開催。

①いじめ問題の早期発見を行い、解決率を１００％と
する。
②不登校状況の具体的な改善。（登校日数の増加、
面談機会の増加、放課後登校の増加等）

A B

①いじめ解決は３か月たたないと数値の上では０にならない
が、継続して指導を続けている。hyperQ-Uテストの結果を児
童理解に活かしたり、面談で保護者に伝えたりしている。
②アンケート結果から児童への聞き取りをしているが、日々の
様子から、いじめや問題行動を未然に防いでいく。
③各学年、管理職、関係職員でいじめ校内委員会を開催し
ている。
④各学年、管理職、関係職員で定期的に開催している。エン
カレッジルームがあることで数名の児童が別室登校してい
る。面談は担任やSSＷで連携を図って行っている。

A

・いじめの重大案件になる前に、対応して問題解決に当
たっている点が評価できる。いじめが全くないということ
は、逆にその認知に向けたセンサーが機能していないも
のと考える。
・これからもいじめの初期対応をしっかり行い、問題解決
にあたってもらいたい。
・エンカレッジルームがやや殺風景。子供の心をリラック
スさせるような環境整備を進めていただきたい。

・hyperQ-Uテストやアンケートの結果を児童理解に
活かしていく。面談等で、保護者に伝え家庭と密に
連携できるようにする。普段の学習指導や生活指導
に生かしていく。
・エンカレッジルームの活用方法について検討し、不
登校傾向にある児童に安心できる居場所を提供して
いく。

学校公開や学校行事の開催と合わせて学校評価委員
会を３回開催した。
評議委員の方々の貴重な意見が参考になった。 A

・年間３回の評議員会を通し、学校経営の状況がよく把
握できた。また、年度当初の経営方針の内容が具体的で
よい。担当の先生方が説明を行うことは素晴らしい。

引き続き学校の教育活動の公開と定期的な評価委員会の
開催を行い、地域に開かれた学校の実現を目指す。

B

①回答率は６５％にとどまった。さらなる周知と意識付
けが必要。
②ホームページ上で配信している。
③学校公開、学校行事の参観は９０％を超えた。 B

・学校ホームページは更新頻度が少ない担当もありやや
残念な部分もあった。
・保護者への電子データによる手紙等の配信は時代の
ニーズにマッチしている。

・引き続きインターネットを活用し、短期間に多量の
情報を配信していく。
・行事は工夫し行ったり、人数制限を解除したりして
教育活動を保護者に公開して行く。

特色ある教育の展
開

「学校における働き方改革プラン」に基づく取組の実施

＜ボランティアマインドの育成＞
・船堀小ガーデンの維持運営。

A

地域に広く開かれ
た学校（園）の実現

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞
・学校ホームページの充実。
・学校公開の実施と充実。

①学校配布文書のデータ配信及び各種アンケート調
査のインターネットアンケートの実施。
②学校の教育活動の様子をホームページ上で具体
的に配信する。
③保護者の人数制限を解除した学校公開、学校行事
の開催。

①アンケート回答率80％以上。
②学校の教育活動の週1回以上の更新。
③保護者参観率90％以上。

B

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善と充実に向けた学校関係者評価の実施。

①年間３回の学校評価委員会の開催。 ①年間３回の学校評価委員会の開催。

A


